
学 会 記 事

は
, 平均肺動脈庄16 m m H g 以上 : 4 例 , P A i n d e x

25 0 以下 : 1 例 (18 2) , 肺 血管抵抗 3 単位以 上 : 2

例 ( 最高5 .16 単位) , 総肺静脈還流異常の 合併 : 1

例, 大動脈弁下狭窄4 例 , P A di s t o r ti o n 2 例 , 側

副血行路の増殖 2 例で あ っ た . 危険因子 の な い 症

例 は 9 例中2 例の み で , 複数の 危険因子を有す る

症例が多か っ た .

【結果】 先行姑息手術 は ,
肺動脈絞拒術 5 例 , ブ

ラ ロ ッ ク短絡術 3 例 , 姑息手術な し1 例で あ っ た .

肺動脈校紀術後 5 例中 4 例 で大動脈弁下狭窄 の 発

生が認め られ た . 危険因子の な い 2 例 で は 一 期 的

T C P C の み を行 っ たが , 7 例 で は手術操作 の 追加

を行 っ た . 内訳は Gl e n n 手術を介する段階的 フ ォ

ン タ ン 手術 : 2 例, 術前の 側副血管カ テ
ー

テ ル 塞

栓術 2 例, 大動脈弁下 狭窄 に対す る心筋切 除 : 2

例 , D a m u s - K a y e
-S t a n s el 吻合 2 例 , 肺動 脈 形成

術 : 2 例, 総肺静脈還流異常に対す る心外導管 :

1 例, r e n e st r a ti o n 追加4 例で あ っ た . 肺血管抵抗

5 . 16 単位の 三 尖弁閉鎖症で は術後 に N O 吸入 を行

い
, 有効 で あ っ た . 全例 で F o n t a n ci r c u l a ti o n が

成立 し, t a k e d o w n を必要 とした症例 はなか っ た .

死亡 は2 例で , 術後 1 カ月の M R S A 縦隔炎, 3 カ

月後の P V O ( 総肺静脈還流合併例) 各1 例で あ っ

た .

【まとめ】 危険国子を有する 症例 で は , F o n t a n

ci r c ul a ti o n の 成立の 可否に注意 しなが ら, 症例 に

あ っ た追加術式の 選択が重要で ある .
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1 　 下 垂 体 型 甲 状 腺 ホ ル モ ン 不 応 症 の 一 例
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症例は, 73 歳の 女性 . 主訴 は動惇 . 家族歴 : 特記

事項な し.

'

99 年6 月 頃よ り動惇 が 出現 . 同年9 月

近医を受診 . 心房維動 の 診断 に て ジ ソ ピラ ミ ド,

ジギ トキ シ ン を開始. その 後, 症状改善なく
'

00 年

6 月近医受診 . 甲状腺機能克進症( T S H 2 .7 FL I U /

m l , F T 3 8 .9 p g / dl , F T 4 3 .48 n g / dl) の 診 断に て

M M I 20 m g / 日 開始 され る . 同年 8 月末めまい
,
徐

脈あり同院に緊急入院. 心 カ テ検査異常 な し, 上

記経 口剤の 中止によ り心房細動消失 .

'

01 年2 月 甲

状腺機能低下症となリ M M I 中止 . 同年 4 月 再 び

T S H 2 .83 FL I U / mi , F T 3 8 . 07 p g / dl , F T 4 2 .99 n g

/ dl と なり T S H の抑制を認めな い た め
,
同年 5 月

当科 に紹介入院 . 軽度の 甲状腺機 能克進 症, 基礎

代謝率克進と SIT S H がみ られ, 画像検査 にて異常

な し, T R H 負荷試験で 反応 あり, α s u b u nit - T S H

/ T S H モ ル 比が 1 以下 で あ っ た こ と か ら, 下 垂体

型甲状腺 ホル モ ン 不応症と診断した .

2 　 頚 動 脈 反 射 を 介 し て 失 神 発 作 を 来 た し た 甲 状

腺癌の 1 例

上村 宗 ・ 谷 長行
岡田 義信 ・ 飯野 則昭

筒 井 一 哉

(若蕩 蹴
ンタ ‾

)
( 筒井内科クリ ニ ッ ク )

症例 は7 4 歳男性 . 平成 3 年甲状腺乳頭癌 の 診 断

で 左甲状腺半切除術を施行 . 気管浸潤 が 強く非治


